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 （注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。 

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３ 四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成してお

ります。 

４ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。 

  

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動についても重要な変更はありません。 

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 

第26期 

第１四半期連結 

累計期間 

第27期 

第１四半期連結 

累計期間 

第26期 

会計期間 

自平成24年 

４月１日 

至平成24年 

６月30日 

自平成25年 

４月１日 

至平成25年 

６月30日 

自平成24年 

４月１日 

至平成25年 

３月31日 

売上高（千円）  6,866,228  8,399,476  30,245,138

経常利益（千円）  13,957  241,965  965,474

四半期（当期）純利益（千円）  4,913  210,918  881,737

四半期包括利益又は包括利益（千円）  4,251  214,709  879,618

純資産額（千円）  4,769,513  5,858,663  5,643,954

総資産額（千円）  6,692,743  7,680,310  7,707,561

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円）  0.02  0.89  3.74

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円）  －  －  －

自己資本比率（％）  71.3  76.3  73.2

営業活動によるキャッシュ・フロー（千円）  295,623  711,416  △504,120

投資活動によるキャッシュ・フロー（千円）  △4,065  △823  △1,114,323

財務活動によるキャッシュ・フロー（千円）  －  －  －

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円）  3,820,166  2,620,757  1,910,165

２【事業の内容】
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当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

  文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。 

  

（１）業績の状況  

当連結会計年度（平成25年４月１日から平成25年６月30日）におけるわが国の経済は、金融緩和等の各種経済

対策の効果もあり国内需要が底堅さを増し、海外経済もユーロ圏やアジア圏の一部では景気が停滞しているものの

緩やかに回復の兆しが見られてきております。しかしながら、企業の設備投資への姿勢は慎重であるなど、実体経

済の本格的な回復には至らず、先行き不透明な状況で推移いたしました。 

当社グループが属する自動車業界は、新車市場では年明け以降の新車投入などによって、エコカー補助金の終

了に伴う反動減からの回復傾向がみられました。中古車市場では良質な中古車の供給が減少し、登録台数は前年同

期を下回りましたが、オートオークションにおける取引相場は供給過多であった前年同期に比べて、底堅く推移し

ました。 

このような環境の中で、当社グループは、利益率を重視した事業方針を継続しつつ、中古車買取事業につい

て、組織改革による店舗間のリレーションの強化、社員教育の徹底など、効率的な事業運営の推進に努めた結果、

取引台数は増加し、オートオークションにおける取引単価も低迷期を脱したことから、売上高は前年同期を大幅に

上回る結果となりました。また、販売管理費においては、人員数の増加による人件費の増加はあったものの、経費

の見直し等により、前年同期と同水準で推移した結果、営業利益は前年同期を大きく上回る結果となりました。 

 以上の結果、売上高は8,399百万円（前年同期比22.3％増）、売上総利益は1,645百万円（前年同期比16.3％

増）、営業利益は236百万円（前年同期は12百万円）、経常利益は241百万円（前年同期は13百万円）となりまし

た。また、四半期純利益は210百万円（前年同期は４百万円）となりました。 

  

（２）財務状態の分析  

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は 百万円となり、前連結会計年度末と比べ、27百万円減少い

たしました。その主な要因は、商品の減少435百万円、受取手形及び売掛金の減少299百万円、現金及び預金の増加

710百万円などによるものであります。 

 負債合計は、1,821百万円となり、前連結会計年度末と比べ、241百万円減少いたしました。主な要因といたしま

しては、支払手形及び買掛金の減少77百万円、未払金の減少61百万円、閉鎖店舗引当金の減少61百万円などによる

ものであります。 

 純資産は5,858百万円となり、前連結会計年度末に比べ、214百万円増加いたしました。主な要因といたしまして

は、四半期純利益を210百万円計上したことによります。この結果、自己資本比率は76.3％（前連結会計年度末は

73.2％）となりました。 

  

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

7,680
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  （キャッシュ・フローの状況） 

 当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べ710百万円増加し、残高は

百万円となりました。  

 当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。   

  

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

 税金等調整前四半期純利益は241百万円であり、たな卸資産の減少436百万円、売上債権の減少299百万円などの

プラス要因と、仕入債務の減少 百万円、法人税等の支払 百万円、未払金の減少61百万円などのマイナス要因に

より、結果として 百万円のプラスとなりました（前年同期は 百万円のプラス）。 

  

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

 敷金及び保証金の回収による収入２百万円のプラス要因と、敷金及び保証金の差入による支出２百万円などのマ

イナス要因により、結果として０百万円のマイナスとなりました（前年同期は４百万円のマイナス）。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 記載すべき事項はありません。  

  

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題 

  当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

（４）研究開発活動 

  該当事項はありません。 

   

2,620

77 82

711 295
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  492,932,364

計  492,932,364

種類 

第１四半期会計期間

末現在発行数（株） 

(平成25年６月30日) 

提出日現在発行数 

（株） 

(平成25年８月12日) 

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名 

内容 

普通株式  235,987,091  235,987,091

東京証券取引所 

市場第二部 

完全議決権株式であり、権利

内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式であ

り、単元株式数は100株であ

ります。 

計  235,987,091  235,987,091 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 

発行済株式

総数増減数 

（株） 

発行済株式

総数残高 

（株） 

資本金増減額 

（千円） 

資本金残高 

（千円） 

資本準備金増

減額 

（千円） 

資本準備金

残高 

（千円） 

 平成25年４月１日～ 

 平成25年６月30日 

 －  235,987,091  －  14,447,805  －  3,611,951

（６）【大株主の状況】
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 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。 

  

①【発行済株式】 

（注）単元未満株式には、当社所有の自己株式 株が含まれております。 

②【自己株式等】 

  

該当事項はありません。  

（７）【議決権の状況】

  平成25年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 

（自己保有株式） 

普通株式      61,500

－ 

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式 

完全議決権株式（その他） 普通株式    235,922,100  2,359,221 同上 

単元未満株式 普通株式      3,491 － 同上 

発行済株式総数    235,987,091 － － 

総株主の議決権 －  2,359,221 － 

54

  平成25年３月31日現在

所有者の氏名又

は名称 

所有者の住所 

自己名義所有株

式数（株） 

他人名義所有株

式数（株） 

所有株式数の合

計（株） 

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％） 

株式会社カーチス

ホールディングス 

東京都墨田区両国

一丁目７番２号 

 61,500 －  61,500  0.03

計 －  61,500 －  61,500  0.03

２【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号、以下「四半期連結財務諸表規則」という）に基づいて作成しております。 

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平

成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、清和監査法人による四半期レビューを受けております。 

  

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 

（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 

(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,915,167 3,625,760 

受取手形及び売掛金 1,135,760 836,214 

商品 2,302,629 1,866,684 

貯蔵品 2,532 2,193 

繰延税金資産 230,066 230,066 

その他 149,163 160,929 

貸倒引当金 △541 △541 

流動資産合計 6,734,777 6,721,307 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 901,129 901,087 

減価償却累計額 △621,032 △632,565 

建物及び構築物（純額） 280,096 268,521 

その他 138,493 138,156 

減価償却累計額 △96,952 △100,549 

その他（純額） 41,541 37,606 

有形固定資産合計 321,637 306,127 

無形固定資産   

その他 32,503 30,077 

無形固定資産合計 32,503 30,077 

投資その他の資産   

投資有価証券 62,624 67,521 

破産更生債権等 6,823,086 6,823,086 

差入敷金保証金 544,874 544,329 

その他 7,994 7,797 

貸倒引当金 △6,819,936 △6,819,936 

投資その他の資産合計 618,643 622,798 

固定資産合計 972,784 959,003 

資産合計 7,707,561 7,680,310 
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（単位：千円）

前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 

(平成25年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 565,869 488,354 

未払金 338,863 276,921 

未払法人税等 81,770 32,062 

閉鎖店舗引当金 293,426 232,180 

製品保証引当金 35,786 34,865 

その他 580,177 588,919 

流動負債合計 1,895,893 1,653,303 

固定負債   

預り保証金 4,550 4,550 

繰延税金負債 18,150 18,461 

資産除去債務 144,753 145,072 

その他 259 259 

固定負債合計 167,713 168,343 

負債合計 2,063,607 1,821,646 

純資産の部   

株主資本   

資本金 14,447,805 14,447,805 

資本剰余金 7,555,702 7,555,702 

利益剰余金 △16,353,425 △16,142,506 

自己株式 △3,753 △3,753 

株主資本合計 5,646,328 5,857,247 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △2,212 1,664 

その他の包括利益累計額合計 △2,212 1,664 

少数株主持分 △162 △248 

純資産合計 5,643,954 5,858,663 

負債純資産合計 7,707,561 7,680,310 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 

【四半期連結損益計算書】 

【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 

(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 

(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

売上高 6,866,228 8,399,476 

売上原価 5,451,433 6,753,900 

売上総利益 1,414,795 1,645,576 

販売費及び一般管理費 1,402,283 1,409,020 

営業利益 12,511 236,555 

営業外収益   

受取利息 2 1,997 

受取配当金 341 1,733 

受取手数料 1,016 838 

受取保証料 437 543 

雑収入 740 1,545 

営業外収益合計 2,537 6,658 

営業外費用   

支払利息 7 4 

支払保証料 398 1,010 

修理費 684 150 

雑損失 0 83 

営業外費用合計 1,091 1,248 

経常利益 13,957 241,965 

特別利益   

固定資産売却益 999 － 

特別利益合計 999 － 

税金等調整前四半期純利益 14,957 241,965 

法人税、住民税及び事業税 12,293 31,841 

法人税等調整額 △1,588 △709 

法人税等合計 10,705 31,131 

少数株主損益調整前四半期純利益 4,251 210,833 

少数株主損失（△） △661 △85 

四半期純利益 4,913 210,918 
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【四半期連結包括利益計算書】 

【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 

(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 

(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 4,251 210,833 

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － 3,876 

その他の包括利益合計 － 3,876 

四半期包括利益 4,251 214,709 

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 4,913 214,795 

少数株主に係る四半期包括利益 △661 △85 
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 

(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 

(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 14,957 241,965 

減価償却費 21,416 18,409 

閉鎖店舗引当金の増減額（△は減少） △72,145 △61,246 

製品保証引当金の増減額（△は減少） △1,588 △920 

受取利息及び受取配当金 △343 △3,730 

支払利息 7 4 

有形固定資産売却損益（△は益） △999 － 

売上債権の増減額（△は増加） 118,697 299,545 

たな卸資産の増減額（△は増加） 515,859 436,284 

仕入債務の増減額（△は減少） △123,316 △77,514 

未払金の増減額（△は減少） △73,845 △61,074 

未払費用の増減額（△は減少） △3,133 △21,918 

前受金の増減額（△は減少） △1,099 △31,235 

未払消費税等の増減額（△は減少） △21,652 61,043 

その他 16,032 △8,377 

小計 388,845 791,233 

利息及び配当金の受取額 343 1,736 

利息の支払額 △7 △4 

法人税等の還付額 － 583 

法人税等の支払額 △93,558 △82,132 

営業活動によるキャッシュ・フロー 295,623 711,416 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △3,885 △868 

有形固定資産の売却による収入 1,000 － 

敷金及び保証金の差入による支出 △1,960 △2,678 

敷金及び保証金の回収による収入 780 2,723 

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,065 △823 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 291,557 710,592 

現金及び現金同等物の期首残高 3,528,608 1,910,165 

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1

 3,820,166

 ※1

 2,620,757
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    該当事項はありません。 

    該当事項はありません。  

  

    該当事項はありません。 

  

    該当事項はありません。 

  

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

配当に関する事項 

 該当事項はありません。 

   

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

配当に関する事項 

 該当事項はありません。 

【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（会計方針の変更）

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  

前第１四半期連結累計期間 

（自  平成24年４月１日 

至  平成24年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 

（自  平成25年４月１日 

至  平成25年６月30日） 

現金及び預金勘定 千円 3,825,167 千円 3,625,760

預入期間が３ヶ月を超える定期預金等  5,001  1,005,002

現金及び現金同等物  3,820,166  2,620,757

（株主資本等関係）
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１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日）及び当第１四半期連結累

計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

   当社グループは、自動車関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

  

２．報告セグメントの変更等に関する事項  

   該当事項はありません。  

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日）及び当第１四半期連結累

計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

 該当事項はありません。 

  

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 （注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。  

  

    該当事項はありません。 

   

該当事項はありません。  

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

（１株当たり情報）

  

前第１四半期連結累計期間 

（自 平成24年４月１日 

至 平成24年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 

（自 平成25年４月１日 

至 平成25年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 円02銭 0 円 銭 0 89

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額（千円）  4,913  210,918

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円）  4,913  210,918

普通株式の期中平均株式数（千株）  235,925  235,925

（重要な後発事象）

２【その他】
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該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社カーチ

スホールディングスの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成25年

４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連

結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

  

監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。 

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カーチスホールディングス及び連結子会社の平成25年６月

30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成25年８月６日

株式会社カーチスホールディングス 

取締役会 御中 

清和監査法人 

  

指定社員 

業務執行社員 

  公認会計士 筧  悦生    印 

  

指定社員 

業務執行社員 

  公認会計士 川田 増三    印 

  

指定社員 

業務執行社員 

 公認会計士 市川 裕之    印 

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。 

    ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 




